
 

 

 

  

【概要版】 



 

計画改定の背景 

国や都の状況 
国や東京都では、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技⼤会（以下、「東京 2020 ⼤会」という。）

に向け、様々な取組を推進しています。また、国や東京都、東京 2020 組織委員会はじめ、全国⾃治体では、
世界のトップアスリートの活躍を⾝近で感じることができ、東京 2020 ⼤会への気運の醸成になることから、
東京 2020 ⼤会事前キャンプ誘致を推進しています。 

このように、スポーツ⾏政は国際⼤会の開催の充実とともに、スポーツの「楽しさ」「喜び」という価値
を享受し、前向きで活⼒ある社会と絆の強い社会を創ることが求められています。 
≪国≫ 
・平成 27（2015）年 6 ⽉、東京 2020 ⼤会の開催準備に専任で当たる担当⼤⾂を設置。 
・平成 27（2015）年 10 ⽉、⽂部科学省の外局としてスポーツ⾏政を⼀元的に担うスポーツ庁を設置。 
・平成 28（2016）年 10 ⽉、東京 2020 ⼤会に向けた政府の取組を公表。 
・平成 28（2016）年 12 ⽉、「ワールドカップ 2019 における地域交流推進要綱」をスポーツ庁が策定。 
・平成 29（2017）年 1 ⽉〜、「beyond（ビヨンド）2020 プログラム」を推進。 
・平成 29（2017）年３⽉、スポーツ庁が「第２期スポーツ基本計画」を策定。 
≪東京都≫ 
・平成 27（2015）年度〜、東京 2020 ⼤会成功に向けた区市町村⽀援事業（補助⾦事業：スポーツ振興

事業及びスポーツ施設整備）、パラリンピック普及・啓発事業として東京都パラリンピック体験プログラ
ム「NO LIMITS CHALLENGE」を開始。 

・平成 27（2015）年 12 ⽉、「2020 年に向けた東京都の取組-⼤会後のレガシーを⾒据えて-」を策定。 
 

港区の状況 
・平成 24（2012）年３⽉、港区のスポーツの推進に関する多様な施策を総合的に体系化し、今後のスポー

ツ施策の基本的な⽅向性を定めた初の計画として「港区スポーツ推進計画」を策定。 
・平成 27（2015）年２⽉、「港区教育ビジョン（港区教育⼤綱）」のもと、区⺠の「する」「みる」「⽀える」

スポーツ活動を重層的に展開し、⼦どもから⼤⼈まで、障害のある⼈もない⼈も、誰もがスポーツに親し
み、スポーツで元気になる『スポーツ⽂化都市みなと』の実現に向けた施策を着実に推進するため、「港
区スポーツ推進計画」を策定。 

・策定した計画に基づき、東京 2020 ⼤会に向けた気運醸成の取組としてオリンピアン等によるスポーツ教
室や国際⼤会のパブリック・ビューイング、スポーツボランティア育成事業等の実施や各国・各競技団体
の東京 2020 ⼤会事前キャンプ誘致の取組を推進。 

・障害者スポーツへの取組を促進し、障害者を対象とした事業や障害者スポーツへの理解を深める機会を 
提供。 

 

計画の⽬的 

「港区スポーツ推進計画」は、「港区教育ビジョン（港区教育⼤綱）」の基本理念・⽅向性を踏まえて、東
京 2020 ⼤会の開催等スポーツを取り巻く環境の変化に対応しながら、これまでの成果を発展、充実するこ
とが、環境の変化に即していると捉え、「みんなではぐくむ スポーツ⽂化都市 みなと」を実現するための
⽬標と道筋を引き続き⽰す計画として改定します。 
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現状 課題 

（１）誰もが気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

 

○アンケート調査結果※から、成⼈の週１回以上のスポーツ実
施率は 41.1%であり、前回から 10 ポイント低下。⼦育て･
働き盛り世代のスポーツ実施率が低い。 

○アンケート調査結果では、障害者スポーツイベントに参加し
たことがない⼈は９割を超える。 

○アンケート調査結果から、運動やスポーツを⽇常的に観戦す
る⼈はほとんどいない。 

 
 

●区⺠のニーズに合った多様なスポーツ施策の展開が必要で
ある。 

●⼦育て･働き盛り世代へのさらなる啓発、きっかけづくりが
重要である。 

●⾼齢者が気軽にスポーツに参加できる環境づくりが重要で
ある。 

●障害者スポーツへの理解を深めるために普及・啓発が重要で
ある。 

●様々な競技の試合や練習の観戦機会を提供することが重要
である。 

 
（２）スポーツを通じた仲間づくり・地域づくり 

 

○アンケート調査結果では、総合型地域スポーツ・⽂化クラブ
（スポーカル）の認知度は低いものの、4 割程度は加⼊意向･
関⼼がある。 

○誰もが気軽に参加できるスポーツ⼤会やイベントが求めら
れている。 

 

●総合型地域スポーツ・⽂化クラブ（スポーカル）の運営⽀援
と活動内容に関する広報の充実が重要である。 

●スポーツを通じた交流を促進し、地域の活性化を図ることが
必要である。 

 

（３）港区ならではのスポーツ⽂化の醸成 

 

○⽔辺を活⽤した様々なスポーツイベントなどを実施してい
る。 

○区の特性を⽣かした取組の推進が求められている。 
 

●トップアスリート及びチームとのスポーツ交流、まちの魅⼒
増進につながるスポーツイベントの充実が重要である。 

 

（４）スポーツを楽しめる場の確保 

 

○新スポーツセンターの年間利⽤者数は増加傾向にある。 
○アンケート調査結果では、新たな屋内運動施設の整備につい

て 4 割の⼈が必要性を感じている。 
○アンケート調査結果では、屋外運動施設の整備について満⾜

している⼈は 2 割にとどまる。 

●運動･スポーツの場の充実を図ることが重要である。 
●⼤学や⺠間スポーツ施設等との連携による運動･スポーツの

場の充実を図ることが重要である。 
●区外における屋外運動施設の確保などにも取り組むことが

重要である。 
 

（５）スポーツ活動を⽀援する環境の整備 

 

○アンケート調査結果では、スポーツボランティア活動の経験
がある⼈はほとんどいないが、東京 2020 ⼤会での活動には
3 割以上が参加したいと考えている。 

○アンケート調査結果では、ポート・スポーツ・サポーターズ
クラブ事業に対し、4 割以上が加⼊意向･関⼼がある。 

 

●東京 2020 ⼤会等を契機としたスポーツボランティアに携わ
る⼈の拡⼤と定着が重要である。 

●スポーツに関する情報を様々な媒体で提供する必要がある。
 

（６）東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技⼤会等に向けて 

 

○東京 2020 ⼤会等の開催に向けた気運醸成に向けて、オリン
ピアン･パラリンピアンによるスポーツ教室等を実施してい
る。 

●東京 2020 ⼤会等の絶好の機会を⽣かして、「する」「みる」
「⽀える」スポーツ活動を展開することが重要である。 

●気運醸成の取組の継続･拡充と区⺠に対する広報･PR の充実
が重要である。 

 

港区のスポーツに関する現状と課題 

障害者スポーツの集い スタンドアップパドル教室 パブリック･ビューイング オリンピアン･パラリンピアン等による
スポーツ教室 

スポーツの推進 

新規事業・重点事業⼀覧 

施策 新規／重点 事業 

スポーツ活動に親しむきっかけ 
づくり 

重点 ①スポーツイベントの充実
新規 ②港区マラソンの実施

⼦どものスポーツ活動の促進 新規 ③⼦どものスポーツ⼤会の⽀援
⼦育て・働き盛り世代のスポーツ 
活動の促進 

新規 ④働き盛り世代のスポーツ活動への参加促進 

基本⽬標１ 誰もが気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

施策 新規／重点 事業 

総合型地域スポーツ・⽂化クラブ 
（スポーカル）の設⽴及び運営⽀援 

重点 
①総合型地域スポーツ・⽂化クラブ（スポー 
 カル）の設⽴及び運営⽀援

基本⽬標２ スポーツを通じた仲間づくり・地域づくり 

施策 新規／重点 事業 

港区をホームタウンとするチーム 
とのスポーツ交流 

重点 ①トップアスリート及びチームとの交流 

基本⽬標３ 港区ならではのスポーツ⽂化の醸成 

施策 新規／重点 事業 

スポーツ活動を⽀える⼈材の活⽤ 重点 
①ポート・スポーツ・サポーターズクラブ事業
 の実施 

関係機関・団体等との連携 新規 ②（公社）⽇本トライアスロン連合等との連携

基本⽬標５ スポーツ活動を⽀援する環境の整備 

施策 新規／重点 事業 

障害者のスポーツ活動の推進 新規／重点 ①障害者スポーツ環境の充実
障害者スポーツへの理解促進と 
普及・啓発 

重点 ②障害者スポーツの観戦・体験機会の創出
新規 ③障害者スポーツの普及・啓発

基本⽬標６ 障害者スポーツ活動の場の充実と理解の促進 

施策 新規／重点 事業 

東京 2020 ⼤会等に向けた気運醸成 
の取組の推進 

重点 
①オリンピアン・パラリンピアン等による 
 スポーツ教室の実施

重点 
②ポート・スポーツ・サポーターズクラブ事業
 の実施〔再掲〕

重点 ③トップアスリート及びチームとの交流〔再掲〕
新規／重点 ④東京 2020 ⼤会の気運醸成事業の推進
新規／重点 ⑤東京 2020 ⼤会の事前キャンプ等の誘致

新規 ⑥港区マラソンの実施〔再掲〕

基本⽬標７ 東京 2020 ⼤会等に向けた気運醸成 

施策 新規／重点 事業 

区⽴のスポーツ施設等の整備・充実 重点 ①区⽴のスポーツ施設等の環境整備

基本⽬標４ スポーツを楽しめる場の確保 

施策 新規／重点 事業 

東京 2020 ⼤会等を契機とした取組 
の展開 

新規 
①東京 2020 ⼤会等を通じたネットワークの 
 拡⼤を活⽤したスポーツの推進

新規／重点 ②スポーツボランティア活動の普及と定着

基本⽬標８ 東京 2020 ⼤会等のレガシーの継承・活⽤ 

数値⽬標 

成⼈の週１回以上のスポーツ実施率  65%以上 
障害者の週１回以上のスポーツ実施率 45%以上 
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⽬指すべき姿

※平成 29（2017）年５⽉から６⽉に、満 20 歳以上の港区在住者、在勤者 2,500 ⼈を対象に実施した「港区スポーツ推進計画の改定に向けたアンケート調査」。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な新規事業・重点事業※ 

基本⽬標１ 誰もが気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

① スポーツイベントの充実 

 ⼦どもから⾼齢者、障害者、初⼼者でも多くの
⼈が気軽に参加しやすいスポーツイベントを実施
します。トップアスリートの試合の観戦やお台場
でのマラソンなど、参加型のスポーツ競技の楽し
さを体感してもらいながら、区⺠相互の交流を深 
め、スポー
ツを気軽に
楽しめる機
会を充実し
ます。 

５ ６ 

基本⽬標３ 
港区ならではのスポーツ⽂化の醸成 

基本⽬標５ 
スポーツ活動を⽀援する環境の整備 ② 港区マラソンの実施 

 ⼦どもから⾼齢者まで、国籍や障害の有無の区
別なく、誰もが気軽に参加してスポーツの「する」
「みる」「⽀える」を体現することができる「港
区マラソン」を実施します。 
 「港区マラソン」の実施に当たっては、東京
2020 ⼤会に向けた気運醸成を図るとともに、地
域振興、国際化、教育、⽂化など、地域共⽣社会
の実現に向けた基盤づくりとなるよう区内企業
をはじめとする様々な関係団体等と連携するほ
か、区⺠がボランティアとして参加する仕組みづ
くりを進めます。 

① トップアスリート及びチームとの交流 

 スポーツ技術を極めたトップアスリートからの
助⾔や指導を受けることは、技術の向上や取り組む
姿勢、競技の歴史などを学ぶ絶好の機会です。また
トップアスリートが属する企業による地域貢献は
社会の要請でもあり、現在⾏われている区⽴⼩・中
学校への訪問とともに、今後は、さらにトップアス
リートと連携し継続的な事業を推進していきます。 
 また、トップアスリートを招いて体験教室をはじ
めとしたスポーツイベントを実施するなど、港区を
ホームタウンとするトップアスリート及びチーム
とのスポーツ交流を促進する取組を強化します。 

① ポート･スポーツ･サポーターズクラブ 
  事業の実施 

 東京 2020 ⼤会等の開催に向けて、ボランティ
アの育成や参加を拡⼤していくために、メンバー
を公募し、各競技やボランティアの勉強などを⾏
い、ボランティアリーダーとなれる⼈材の育成を
⽬指します。 
 また、スポーツボランティアに関する活動の情
報発信を充実するなどして、スポーツボランティ
アへの参加促進を図ります。 

基本⽬標６ 障害者スポーツ活動の場の充実と理解の促進 

基本⽬標７ 東京 2020 ⼤会等に向けた気運醸成 

① 障害者スポーツ環境の充実 

 障害のある⼈が安⼼してスポーツを楽しめるよ
う、スポーツセンターのシャワー室等を整備する
ほか、ユニバーサル仕様の卓球台やボッチャの⽤
具等、障害者スポーツ⽤品の充実を図り、障害の
ある⼈もない⼈も同じ場所で⼀緒にスポーツを⾏
うことができる環境を整えます。 

② 障害者スポーツの観戦･体験機会の創出 

 障害のあるアスリートが持てる⼒を発揮し、競
技に打ち込む姿は、多くの⼈に勇気と感動を与え
ます。試合・⼤会の誘致などにより、障害者スポ
ーツの観戦機会の充実を図るとともに、体験会の
実施により、定期的に障害者スポーツに触れる機
会を創出します。 

③ 障害者スポーツの普及･啓発 

 障害者スポーツ体験会の実施や障害者スポーツ団
体の定期的な活動場所の確保など事業の充実を図る
とともに、SNS などを活⽤し、障害者スポーツに関
する様々な情報の提供⽅法を⼯夫することで、障害
者スポーツの普及拡⼤を図ります。 

① オリンピアン･パラリンピアン等による 
  スポーツ教室の実施 

 オリンピック・パラリンピックの種⽬に気軽に
親しみ、スポーツへの関⼼を⾼めるため、オリン
ピアン・パラリンピアン等によるスポーツ教室を
実施します。 
 事業を効果的に推進するため、スポーツ推進委
員や区内スポーツ団体、ポート・スポーツ・サポ
ーターズクラブ事業受講⽣等の区⺠と連携し、取
り組んでまいります。 

④ 東京 2020 ⼤会の気運醸成事業の推進

 東京 2020 ⼤会の気運醸成を効果的に推進して
いくために、⾏政のみならず、区⺠、⺠間、全国
各地域と連携した気運醸成の取組が必要となりま
す。 
 このため、企業連携による気運醸成事業の推進、
東京 2020 ⼤会前の時期を踏まえた普及・啓発イ
ベントの実施や東京 2020 ⼤会時、区内で開催さ
れるトライアスロンや⽔泳マラソンの普及など、
東京 2020 ⼤会の気運醸成に向けて区を挙げて取
り組みます。 

⑤ 東京 2020 ⼤会の事前キャンプ等の誘致

 区が、東京 2020 ⼤会の参加国等に対してスポー
ツセンターなどの区施設を提供することは、⼤会に
向けた気運醸成はもとより、区⺠等の国際交流機会
の創出、地域経済の活性化などにつながるなど、効
果的かつ有益な取組です。 
 このため、東京 2020 ⼤会に向けた各国・各競技
団体の事前キャンプやスポーツ・サービス・センタ
ー、各国オリンピック委員会等によるＮＯＣハウス
の誘致を推進します。 

基本⽬標８ 
東京2020⼤会等のレガシーの継承･活⽤

① 東京2020⼤会等を通じたネットワークの
  拡⼤を活⽤したスポーツの推進 

 ラグビーワールドカップ 2019 や東京 2020 ⼤
会を契機として構築した各企業や競技団体とのネ
ットワークを⽣かし、区⺠や団体との協働により、
「する」「みる」「知る」スポーツ活動の推進を図
ります。 

② スポーツボランティア活動の普及と定着 

 東京 2020 ⼤会後も「⽀える」活動が継続され
るよう、関係団体との連携を図り、スポーツボラ
ンティア活動のさらなる普及と体制の整備を図り
ます。 

⇒本編 P50 重点 ⇒本編 P51新規

⇒本編 P62 重点 ⇒本編 P69重点

⇒本編 P72 重点 新規 ⇒本編 P73重点 ⇒本編 P73新規

⇒本編 P75 重点 
⇒本編 P76重点新規 ⇒本編 P77 重点新規

⇒本編 P78新規

⇒本編 P78重点新規

タグラグビー教室 

スポーツボランティア活動

重点新規 ：新規事業 ：重点事業 

※掲載事業は、新規事業・重点事業の中から抜粋。 



 

 

計画改定の⽅向性 

これまでの取組の成果とスポーツ環境の変化に伴う新たな課題、区⺠アンケートの結果等を踏まえ、以下
の⽅向性を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

計画の位置付け 

「港区スポーツ推進計画」は、スポーツ分野における具体的な取組を推進するための基本的な考え⽅や施
策を⽰すものです。また、「港区基本計画・港区実施計画」をはじめ、学校教育や⽣涯学習、⼦ども読書活
動などの教育分野の各計画のほか、保健福祉等の関連計画と整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

誰もが気軽に楽しめるスポーツ環境を整え、スポーツ活動への参加意欲を⾼めます。
地域でスポーツを楽しめる場づくりを⽀援し、スポーツを通じたまちの活性化、地
域づくりを促進します。 

港区の特性を⽣かしたスポーツ施策を充実し、スポーツの楽しみや区⺠の交流を広
めます。 

スポーツ施設を整備・充実し、スポーツを楽しめる場を増やします。 

多様なスポーツ活動へのニーズに対応し、区⺠の主体的なスポーツ活動を⽀える環
境を整備します。 

障害者スポーツに触れる機会を創出し、障害者スポーツへの理解を深めます。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技⼤会等に向けた気運醸成の取組を強化
します。 

東京 2020 オリンピック･パラリンピック競技⼤会等のレガシー（遺産）を引き継ぎ、
区⺠のスポーツ活動の拡⼤を図ります。 

２ 



 

 

計画の期間 

計画の期間は、平成 27（2015）年度からの６年間を計画期間とする「港区スポーツ推進計画」の後期３
年に該当する平成 30（2018）年度から平成 32（2020）年度までとします。 

 

 

 

 

 

推進体制 

「港区スポーツ推進計画」の推進に
当たっては、区⺠や⾏政だけではなく、
地域の様々なスポーツ関係機関や団体
等が、それぞれ主体的にスポーツを推
進するとともに、連携・協働して取組
を進めます。 

 

 

 

 

進⾏管理 

本計画に計上した施策は、計画【Plan】実⾏【Do】
点検・評価【Check】⾒直し・改善【Action】のサ
イクルで着実に推進します。 

計画の最終年度となる平成 32（2020）年度に、
それまでの達成状況を点検・評価し、その結果を踏
まえ次期計画の策定を⾏います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港区スポーツ推進計画【概要版】 

平成 30（2018）年３⽉ 

発⾏：港区教育委員会 
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